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アメパト、救急車のサイレン音 など

自分好みの音に調整して、いろんな音を作ろう！

マルチサイレンマルチサイレンマルチサイレンマルチサイレン キット

ＨＩ－Ｂ９
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概要概要概要概要

４個のボリウムの調整で、いろんなサイレン音サイレン音サイレン音サイレン音を作製でき

る「電子ホーン」キットです。

基板上スイッチ（ＳＷ２）により「方形波」「方形波」「方形波」「方形波」入力に切り換

えて「ピー ポー」音「ピー ポー」音「ピー ポー」音「ピー ポー」音、「三角波」「三角波」「三角波」「三角波」入力に切り換えて「ウー「ウー「ウー「ウー

ウー」音ウー」音ウー」音ウー」音を鳴らす事ができます。

ボリウムの調整で、音の「周波数」「周波数」「周波数」「周波数」や「変化速度」「変化速度」「変化速度」「変化速度」を変え

る事ができます。

タイマーは、０．１～１０秒間０．１～１０秒間０．１～１０秒間０．１～１０秒間で調整できます。（スイッ

チを押している間のみ「オン」も可能です。）

①パーツのチェック ②組立①パーツのチェック ②組立①パーツのチェック ②組立①パーツのチェック ②組立

パーツリストでパーツをチェックしてください。 パーツの取り付けは組立参考図やパーツリストを見ながら

パーツリストは、組立リストを兼ねています。 番号順に行なって下さい。

リスト中の□□にチェックをいれましょう。 パーツは無理のない範囲で基板に当たるまできちんと差込

左側はパーツチェック用。右側は組立チェック用です。 み、ハンダ付してください。

ペーストは絶対に使わないでください。

組立参考図組立参考図組立参考図組立参考図
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ハンダ付け前に別紙の「正しいハンダ付けの仕方」をよくハンダ付け前に別紙の「正しいハンダ付けの仕方」をよくハンダ付け前に別紙の「正しいハンダ付けの仕方」をよくハンダ付け前に別紙の「正しいハンダ付けの仕方」をよく ⑨電解コンデンサ

お読みください。お読みください。お読みください。お読みください。 □□ Ｃ４ ４７μＦ

□□ Ｃ５ １０μＦ

①基板

□□ 「ＨＩ－Ｂ９（１３Ｋ）」

⑩トランジスタ

□□ Ｑ１ いずれか C945,C458,C1815

□□ Ｑ２ いずれか C945,C458,C1815

□□ Ｑ３ いずれか C945,C458,C1815

②ジャンパー線 ⑪ＤＣジャック

□□ Ｊ１（１０ｍｍ） □□ ＤＪ１ 基板付けＤＣジャック

□□ Ｊ２（１０ｍｍ）

□□ Ｊ３（１０ｍｍ）

□□ Ｊ４（１０ｍｍ）

⑫積層セラミックコンデンサ

③抵抗 □□ Ｃ２ ４７４(0.47μF)

□□ Ｒ １ １００Ｋ（茶黒黄金）

□□ Ｒ ２ ４７Ｋ（黄紫橙金）

□□ Ｒ ３ １Ｍ（茶黒緑金）

□□ Ｒ ４ ４７０Ｋ（黄紫黄金） ⑬スピーカ

□□ Ｒ ５ ジャンパー線 □□ ＣＮ２（スピーカ）

□□ Ｒ ６ ４７Ｋ（黄紫橙金） □□ 接続線（２本）

□□ Ｒ ７ ４７０Ｋ（黄紫黄金）

□□ Ｒ ８ １０Ｋ（茶黒橙金）

□□ Ｒ ９ １Ｋ（茶黒赤金）

□□ Ｒ１０ １０Ｋ（茶黒橙金）

□□ Ｒ１１ ４７Ｋ（黄紫橙金）

□□ Ｒ１２ １Ｋ（茶黒赤金）

□□ Ｒ１３ １００Ｋ（茶黒黄金）

最後に基板全体を見て部品の取付が間違っていないかどう

か、あるいはハンダ付け不良やショートがないかどうかを良

③ダイオード くチェックしてください。

□□ Ｄ １

③動作チェック③動作チェック③動作チェック③動作チェック

④タクトスイッチ

□□ ＳＷ２ Ａ：電源の接続Ａ：電源の接続Ａ：電源の接続Ａ：電源の接続

⑤ＩＣ

□□ ＩＣ１ ４０１１

□□ ＩＣ２ ４０１１

⑥マイラーコンデンサ

□□ Ｃ１ １０３(0.010μF)

□□ Ｃ３ ２２３(0.022μF)

⑦スライドスイッチ

□□ ＳＷ１

⑧半固定抵抗

□□ ＶＲ１ １０５(1M)

□□ ＶＲ２ １０５(1M)

□□ ＶＲ３ １０３(10K)□□ ＶＲ３ １０３(10K)□□ ＶＲ３ １０３(10K)□□ ＶＲ３ １０３(10K)

□□ ＶＲ４ １０５(1M)

□□ ＶＲ５ １０５(1M)
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Ｂ：半固定抵抗のセット Ｃ：「ブーー」音Ｂ：半固定抵抗のセット Ｃ：「ブーー」音Ｂ：半固定抵抗のセット Ｃ：「ブーー」音Ｂ：半固定抵抗のセット Ｃ：「ブーー」音

すべて中央付近にセットしてください。

Ｃ：音を鳴らすＣ：音を鳴らすＣ：音を鳴らすＣ：音を鳴らす

「ＳＷ２」を押してください。

⑤「タイマー」⑤「タイマー」⑤「タイマー」⑤「タイマー」

・「スイッチ」について・「スイッチ」について・「スイッチ」について・「スイッチ」について

◆音が鳴り始め、数秒後に止まればＯＫです。

○タイマーについて○タイマーについて○タイマーについて○タイマーについて

タイマーはスイッチを押した瞬間に開始されるのではなく

スイッチを押して離した瞬間からスタートします。

④音の作り方④音の作り方④音の作り方④音の作り方

○各ボリウムの役割○各ボリウムの役割○各ボリウムの役割○各ボリウムの役割

音の鳴る周期周期周期周期の調整・・・・ＶＲ１

音の周波数周波数周波数周波数・・・・・・・・ＶＲ２

（音種に影響を与えずに周波数のみ変化）

音種音種音種音種・・・・・・・・・・・ＶＲ３，４

（多少、周波数も変化します） ○オンスイッチについて○オンスイッチについて○オンスイッチについて○オンスイッチについて

オンスイッチを基板外部に引き出す場合は、「ＣＮ３」を

利用してください。

○下記に各音種に対しての「ＶＲ」の、おおよその調整位置

を示します。（電源電圧「９Ｖ」時のものです。）

Ａ：「ピーポー」音Ａ：「ピーポー」音Ａ：「ピーポー」音Ａ：「ピーポー」音

○発振音について○発振音について○発振音について○発振音について

発振器は、スイッチの「オン」「オフ」に関わらず常に動

作しています。（スイッチはスピーカを、オン，オフしてい

るだけです。）

そのためスイッチを押すタイミングによって最初に聞こえ

る音が異なります。

Ｂ：「ウーウー」音Ｂ：「ウーウー」音Ｂ：「ウーウー」音Ｂ：「ウーウー」音
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⑥応用例⑥応用例⑥応用例⑥応用例

「人体赤外線センサー（ＧＩＲ－３２４)」との組み合わせ例

人体赤外線センサーと組み合わせる事で、人が近づくと「警報音」が鳴るようにする事ができます。

※「マルチサイレン」の動作時間は、「人体赤外線センサー」側のタイマー時間設定で行ってください。

製作に必要な物 (別途、ご購入が必要です)

・人体赤外線センサ（基盤完成品) ＧＩＲ－３２４

・ビニール電線(配線用)５０ｃｍほど

・電源 ＤＣ４．５～６．０Ｖ （２５０ｍＡ以上供給可能な物）

回路図回路図回路図回路図
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